
日本の河川のデータ、ソフトの現状
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ソフトの計算の考え方はどれも似通っ
ているが、各社がエンジンを独自に開
発しているため、そのエンジンが扱え
るデータフォーマットへデータを変換し

ている。

エンジン

データの一部は
河川局標準化

エンジン

エンジン A社

B社

C社

I/FI/F I/F

D社

E社

F社

各社のエンジンに合わせた
独自のデータ仕様

各社のエンジン、各社のソフト専用の互換性
のないデータがその都度ばらばらの構造で作

られ、汎用化されていない

I/Fもソフトごと

I/FI/F I/F

I/FI/F I/F

△△△

各社解析ソフトも独自に開発し、データ構
造も独自に決めているため、同じ流域の
計算をするときでもソフトの違いによって
複数のデータ構造のデータを準備しなけ

ればならない

データの構造をソフトごとに
処理している

14



1515



16
16



17
17



18
18



19
19



20
20



21
21



まとめ：
国も民間もガラパゴス化（これはこれでいい点もある）
グローバル化（いい点と悪い点）との相克

１．透明性、公平性、迅速性、効率性、
国際性、先進性（スピード感の世界相場観との後進性）

２．アーカイブのための組織と予算を認めないと
３．新技術を使う必然性の確保（点検）
４．民間の技術開発意欲のインセンティブ
５．ビジネスという意識（効率性と先進性）と粛々とした管
理（安全神話の維持と構築）
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